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－１－ 

＊「あの手この手」は大和市民活動センターのＨ.P.ではカラーでご覧になれます。 

大和市大和市大和市大和市民活動民活動民活動民活動センターセンターセンターセンター［［［［拠点拠点拠点拠点やまとやまとやまとやまと］］］］    第第第第 52525252 号号号号 2011201120112011 年年年年 11111111 月月月月 1111 日発行日発行日発行日発行    

2011201120112011

花ことばは「節度」 

名前は大和市の「大」に似た

形の花を咲かせることから。 

      ―ダイモンジソウ― 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

あのあのあのあの手手手手このこのこのこの手手手手でででで考考考考えてえてえてえて、、、、あのあのあのあの手手手手このこのこのこの手手手手でででで問題解決問題解決問題解決問題解決！！！！    

文字絵 part2：井上貴雄 

文字で表現する作品の 2 回目。どんな文字が隠されているかな？ 

＜井上さんからのメッセージ＞ 

今回は［拠・点・や・ま・と］を象のどっしりと頼りがいがあるイメージで、

文字絵に表現してみました。市民活動センターが活動する人たちの

心強い支援者であることを表しています。 

ぼくが「カッコーフェスタ」のキャラクター 

カッコちゃんだよ。会場で会おうね。 

井上貴雄（いのうえたかお）プロフィール 

大和生まれの大和育ち。大学卒業後、教員

を経て、農業をするとともに絵本作家として

活動。「夢現スタジオ」代表。文字を使ったイ

ラストが「タウンニュース大和版」に連載。 

♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ 

＜＜＜＜送付送付送付送付のののの際際際際、、、、同封同封同封同封されているごされているごされているごされているご案内案内案内案内＞＞＞＞        

    ・・・・第第第第                    回連続共育回連続共育回連続共育回連続共育セミナセミナセミナセミナーーーー    「「「「引地川引地川引地川引地川ににににトンボトンボトンボトンボがががが戻戻戻戻ってきたってきたってきたってきた！！！！」」」」    のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

            ・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア見学会見学会見学会見学会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

・・・・「「「「情報交差点情報交差点情報交差点情報交差点」」」」    



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

－２－ 

「ウガンダ北部地方行政計画能力育成」のＪＩＣＡ研修プログラムとして、10名のウ

ガンダ県政府幹部職員とＪＩＣＡ現地職員 1 名が、10 月 5 日（水）「センター」を訪

れました。ウガンダはここ20年にわたる内戦で、行政機能が弱体化し、十分な予

算・人材の無い中、効率的復興には「市民の力」「住人のニーズ」を柱とした、住

民参加型の地方行政を進める動きが必要となり、研修のために来日。 

［拠点やまと］会長の関根をはじめ、スタッフ全員が慣れない英語で、「ボラン

ティア活動」「協働事業」「団塊の世代」「年金生活」「生涯学習」などを説明。な

かなか理解できなかったようで、質問もたくさん出た。活動紹介で映し出された

“おりがみ”を知らないというので、急遽、ツルを折って披露したら、「crane」という

声。何と、ウガンダの国旗の真ん中の鳥もツルということがわかり、「Let’s try！」

“おりづる”でおおいに盛り上がりました。 

市民市民市民市民のののの力力力力をををを活活活活かしてかしてかしてかして運営運営運営運営しているしているしているしている市民活動市民活動市民活動市民活動センターセンターセンターセンターにににに    

                                                                                ウガンダウガンダウガンダウガンダからからからから視察団視察団視察団視察団がががが来館来館来館来館    

「国旗のストライプ・カラーの意味は？」

と聞いたら「黒は人間、黄色は太陽、

赤は血の色だよ」と教えてくれた。カラ

ーが 2 段になっているのは発展を意味

しているとのこと。真ん中の鳥は「カン

ムリヅル」。 

アフリカの中央部に位置する 

                ウガンダウガンダウガンダウガンダ共和国共和国共和国共和国    

「「「「センターセンターセンターセンター」」」」ののののシンボルツリーシンボルツリーシンボルツリーシンボルツリーのののの    

                                大銀杏大銀杏大銀杏大銀杏をををを見見見見つけてつけてつけてつけて…………    

事前に H.P でセンターの大銀杏の写真 

を見ていたようで、帰る時に大銀杏を見 

つけ、「Ginkgo」 「Ginkgo」 と感激の様子。 

記念に写真を撮って、「では、また」と日本 

語で挨拶してバスに乗り込んだ。 

ハロウィンハロウィンハロウィンハロウィンののののカボチャカボチャカボチャカボチャもももも    「「「「WelcomeWelcomeWelcomeWelcome」」」」 

ウガンダウガンダウガンダウガンダ共和国共和国共和国共和国のののの国旗国旗国旗国旗 

歓迎歓迎歓迎歓迎ののののハロウィンハロウィンハロウィンハロウィンののののカボチャカボチャカボチャカボチャ    

直前のセンターはパソコン 3 台を

インターネットに接続。「ウガンダ

共和国はどこ？」ケニアの西側で

首都は 1300 メートル高地にあるカ

ンパラ。国土 240 万㎢で本州くら

い。人口 3,300 万人。などと皆で

勉強。では「大和市民活動センタ

ーって？」またまた皆で集まってワ

イワイガヤガヤ。「センターのシン

ボ ル ツ リー の 銀 杏 は 英 語 で

何？」。銀杏（Ginkyo）登録の際、

誤植で Ginkgo が学名英語だとわ

かったところに、ご一行様がバス

から降りてきた。 

にわかにわかにわかにわか勉強勉強勉強勉強しましたがしましたがしましたがしましたが…………    

「共育」をコンセプトに 

「あの手この手」で考えて

運営しています。 

当日、スタッフがハロウィンのカボチャを

彫って、「カボチャも welcome と言っていま

すよ」と言ったら、拍手がわいた。 

＊「センター」の H.P では、カラー

でご覧いただけます。 

［拠点やまと］ 

関根会長 

ヴィクトリア湖 

小田急線小田急線小田急線小田急線のののの電車電車電車電車からもからもからもからも見見見見えるえるえるえる「「「「トーテムポールトーテムポールトーテムポールトーテムポール」」」」    ～～～～「「「「緑野緑野緑野緑野冒険遊冒険遊冒険遊冒険遊びびびび場場場場ツリーガーデンツリーガーデンツリーガーデンツリーガーデン」」」」5555 周年記念周年記念周年記念周年記念～～～～    

協働事業「冒険遊び場ツリーガーデン」も５周年を迎えることが出来ま

した。ここでは大人達が理想とする「よい子」は育ちません。自分で考

え、自分で決定する、遊びのリスクは自分の責任で負う遊び場です。

ここで遊ぶ子ども達は泥んこに汚れて汚く、全ての危険性を取り払っ

たような安全な遊びをしない危ない子ども達であり、そして大きな声で

走り回るうるさい子ども達です。そして彼らは私達が想像もしなかった

遊び方をします。そんな野生児生産所なのです。ここで遊んで育った

子ども達が、自分の子どもを連れて遊びに来る、そんなことを私たちは

夢見ています。そんな冒険遊び場にご賛同頂ける方がいらっしゃいま

したら、ぜひ、ごいっしょに子ども達と遊びませんか。 

（ツリーガーデン管理運営委員会 関根政人）  

連絡先：青少年センター ℡ 046－260－5224  

元気元気元気元気にににに協働事業協働事業協働事業協働事業をををを展開展開展開展開していますしていますしていますしています    

トーテムポールが完成した「緑野冒険遊び場ツリーガーデン」 

ここはここはここはここは野生児生産所野生児生産所野生児生産所野生児生産所    

会場を盛り上げた 

“おりづる” 



   
    

    

 

    

9/30(9/30(9/30(9/30(金金金金))))にににに第第第第            回連続共育回連続共育回連続共育回連続共育セミナーセミナーセミナーセミナーをををを開催開催開催開催しましたしましたしましたしました    

－３－ 

次回次回次回次回はははは私私私私、、、、飯塚飯塚飯塚飯塚ががががおおおお話話話話しますしますしますします    

第第第第                回連続共育回連続共育回連続共育回連続共育セミナーセミナーセミナーセミナー    

「「「「市民活動市民活動市民活動市民活動をををを通通通通してなんでもしてなんでもしてなんでもしてなんでもプラスプラスプラスプラス」」」」    

～～～～手手手手とととと手手手手をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐ地域地域地域地域ネットネットネットネット～～～～    

話話話話しししし手手手手はははは「「「「なんでもなんでもなんでもなんでもプラスプラスプラスプラス地域地域地域地域ネットネットネットネット」」」」理事長理事長理事長理事長    今井今井今井今井    功功功功さんさんさんさん    

    10101010 月月月月 27272727 日日日日（（（（木木木木））））晴晴晴晴れれれれ    

「センター」のフェンスに季節はずれの朝

顔が可憐な花を咲かせている。濃紺の小

さい花が寒風の中に凛と揺れている姿は、

災害を経験した我々に元気を届けてくれ

ているようだ。「カッコーフェスタ’11」まで

咲いていて、来場者の目を楽しませてほし

い。 

「「「「せっかくやるならせっかくやるならせっかくやるならせっかくやるなら喜喜喜喜んでやろうんでやろうんでやろうんでやろう！」！」！」！」ををををモットーモットーモットーモットーにににに    
    

縦糸縦糸縦糸縦糸とととと横糸横糸横糸横糸をつなげてをつなげてをつなげてをつなげて、、、、プラスプラスプラスプラスのののの方向方向方向方向へへへへ    

私たちが住む大和市の公所（ぐぞ）は新住民が増えてきた。

古くからの地元の人たちの気質はシャイで、新住民とのつ

ながりがなかなかもてない。お互いに助け合って生活の上

のやりにくいこと、むずかしいことをプラスに変えて、住みよ

い人間関係をつくっていこうとＮＰＯの活動をはじめた。 

＜＜＜＜人材人材人材人材ネットワークサービスネットワークサービスネットワークサービスネットワークサービス＞＞＞＞    

入会金 500 円、年会費 500 円で会員になれる。現在会員数 60 人。

会員はサービスを 500 円/１ｈで受けられる。非会員は 800 円/1h。

有償で以下の事業を展開しています。 

なんプラ農園、ぎんなん農園、雨水タンク設置支援、スクー

ルエコリユース事業、室内環境測定事業その他庭の草取

り、蛍光灯取り換え、蛇口交換、包丁研ぎ、ガラス取り換

え、竹藪の伐採など。それぞれ収入の 2 割を活動費として

団体に納めてもらっている。 

酒まんじゅうつくりでは、参加者の中で「自分も作れる。

もっと簡単な方法で（麹発酵でなくイースト菌で）教えた

い」という人が現れた。しかし、昔ながらの方法で作るの

が趣旨なのでお断りしようと思ったが、市民活動推進補

助金の選考会でいっしょだった「麦の香り」に教えるのは

どうかと提案したところ、イースト菌での酒まんじゅう作り

が実現することになった。 

［なんでもプラス地域ネット］の酒まんじ

ゅうつくりは、平成 23 年度の市民活動

推進補助金を受けて活動しています。 

＜＜＜＜たまりたまりたまりたまり場作場作場作場作りりりり＞＞＞＞    

シネマサロン・なんでもサロン・ホームサロン・老人介護施

設「シャローム」とのコラボでのコーヒーショップの運営・酒

まんじゅうつくり・タオル帽子つくり（講師派遣）、ふれあいコ

ンサートなどを通して人と人のつながりを大切にしている。 

    

＜「＜「＜「＜「セミナーセミナーセミナーセミナー」」」」にににに参加参加参加参加してのひとことしてのひとことしてのひとことしてのひとこと＞＞＞＞    

・場所の提供がうまくいっていてうらやま

しい。わたしの地元自治会では場所を

提供してくれる人がいない。今井さんは

自治会長をしていたのでつながれた、 

と話された。 

・介護保険が使えないような、ちょっとし 

たことを頼める先があることは、本当に 

心強い。他の地域にも広げてほしい。 

・高齢者のなかでも、サラリーマンだった

人で単身世帯の男性が地域に出てこな

い。なんとかしたい。 

 

    

今回の「やまと国際アートフェスタ」には、大和 

市内の小中学生から、「笑顔のちから」をテー 

マにした作品が 403 点応募がありました。    

展覧会場は、「誰かを笑顔にするための絵」 

「見ていると思わず笑顔になれる絵」「笑顔 

になってほしい人のための絵」でいっぱいに 

なりました。 

来場してくださったみなさん、ありがとうございました。    
ご来場いただけなかった皆さんも、12 月末まで、WEB 展覧会を実施してい

ますので、ぜひご覧ください。（やまと国際フレンドクラブ（IFC）代表 長谷部美由紀） 

やまと国際フレンドクラブ URL：http://ifc-yamato.com 

    

    「「「「第第第第 4444 回回回回やまとやまとやまとやまと国際国際国際国際アートフェスタアートフェスタアートフェスタアートフェスタ    ～～～～笑顔笑顔笑顔笑顔のちからのちからのちからのちから～」～」～」～」    

        （（（（やまとやまとやまとやまと国際国際国際国際フレンドクラブフレンドクラブフレンドクラブフレンドクラブ（（（（IFCIFCIFCIFC））））主催主催主催主催））））    
10/22(10/22(10/22(10/22(土土土土))))、、、、23232323（（（（日日日日））））イオンモールイオンモールイオンモールイオンモール大和大和大和大和でででで開催開催開催開催しましたしましたしましたしました    

会場では、被災地支援のために、”Ｏｎｅ 

Ｌｏｖｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ"と名付けたワークショップ

を開催していました。おおぜいの親子がフ

ュージングガラスを使ったクリップやマグネ

ット作りを楽しんでいました。 

被災地へ思いを届けたくて、私も美しいガ

ラスでマグネットをいくつも作りました。（M.I） 

長谷部美由紀さん 

アートフェスタアートフェスタアートフェスタアートフェスタ会場会場会場会場ではではではではワークショップワークショップワークショップワークショップもももも…………    

『笑顔にさせる絵の力はすごい』 

『笑顔ってみんなが幸せになれる』などなど 

「「「「引地川引地川引地川引地川ににににトンボトンボトンボトンボがががが戻戻戻戻ってきたってきたってきたってきた！！！！」」」」    

～～～～継続継続継続継続したしたしたした市民活動市民活動市民活動市民活動からからからから見見見見えてくるものえてくるものえてくるものえてくるもの～～～～        

日  時：11 月 26 日（土）10：00～12：00 

場  所：大和市民活動センター会議室 

話し手：飯塚 栄子さん 

     引地川かわくだり実行委員会代表 

       柳とあそぼう引地川」トンボ調査隊員 

メッセージボードメッセージボードメッセージボードメッセージボードにはにはにはには…………    



 

 

  

  

    

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「あのあのあのあの手手手手    このこのこのこの手手手手」」」」    第第第第 52525252 号号号号        発行日発行日発行日発行日・・・・2011201120112011 年年年年 11111111 月月月月１１１１日日日日                                                発行発行発行発行・・・・大和市民活動大和市民活動大和市民活動大和市民活動センターセンターセンターセンター    拠点拠点拠点拠点やまとやまとやまとやまと    

    

大和市民活動センター ＜開館・月～土 ９：００～１８：００＞                                                TEL：046-260-2586   FAX：046-205-5788  

〒242-００21 大和市中央 1-5-1                                   E-mail：yamato@ar.wakwak.com 

http://www.kyodounokyoten.com/ 

 

ＦＦＦＦＦＦＦＦＭＭＭＭＭＭＭＭややややややややままままままままとととととととと                

7777777777777777........77777777        ＭＭＭＭＭＭＭＭＨＨＨＨＨＨＨＨｚｚｚｚｚｚｚｚ        

第第 11..33..55((((((((火火火火火火火火))))))))生生生生生生生生放放放放放放放放送送送送送送送送  
99999999::::::::0000000000000000        ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒1111111100000000：：：：：：：：0000000000000000        

 

朝朝朝朝ラジラジラジラジ☆☆☆☆ホッホッホッホッととととスクランブルスクランブルスクランブルスクランブル    

大和市民活動大和市民活動大和市民活動大和市民活動センターセンターセンターセンターだよりだよりだよりだより    

『『『『やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけたみつけたみつけたみつけた    』』』』        

★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま

や
ま

や
ま

や
ま
と
っ
こ

と
っ
こ

と
っ
こ

と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
 

    やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ ★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け

み
つ
け

み
つ
け

み
つ
け
 

    やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけみつけみつけみつけ 

＜これからの出演団体＞ 

第 142 回 11/ 1(火) 「カッコーフェスタ’11」参加メンバー 

第 143 回 11/15(火) チームしらかし華の会 

第 144 回 11/29(火) ＮＰＯ法人かながわ県央マンション 

管理組合ネットワーク 

 

見渡せば、あちこちに柿の実がある 

村里の情景が真っ先に。ニッポンの 

原風景。しみじみと旅をしたい。 

「里古（ふ）りて柿の木持たぬ家もな

し」（芭蕉） （小杉皓男）  

       

庭の柿の木の実を長い竹竿で、祖

父がもぎ取る。それを近所の友達と

受け取る。何個受け取ったかで喧嘩

した遠い思い出。今、祖父の役目を

兄が受け継いでいます。（櫻井貞代） 

－４－ 

伊豆の今井浜へ旅行に行った夕暮

れ、山の上の方まで散歩に行った。

そこには月に照らされたすすき野原

が広がっていた。今はもう失われた

景色です。（中山みゆき） 

コスモス一面の広場。はしゃいで駆

け回る中からは、外も空も見えない。 

単なる花畑かもしれないが、幼い記

憶では永遠に別世界のパラダイス！

(望月則男） 

 

京都の高山寺を訪ねたときのこと。

「この掛け軸にお目にかかりたくて、

ニューヨークから来ましたの」という 

上品なご婦人。その言葉とそこから

見た紅葉の美しさ。（石川美恵子） 

 

鰯雲の下、黄色が揺れる麦畑と赤い

夕焼け。満天の星空とすすきの穂に

月見団子を添えて満月を見る。記憶

に残る秋景色は鮮やかだ。(浅見正明) 

 

ラジオラジオラジオラジオをををを聴聴聴聴いたらいたらいたらいたら感想感想感想感想をををを FAXFAXFAXFAX、、、、メールメールメールメールでででで［ＦＭ［ＦＭ［ＦＭ［ＦＭやまとやまとやまとやまと］］］］へへへへ。。。。    

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ    ：：：：046046046046----265265265265----2777277727772777            

eeee----ｍａｉｌｍａｉｌｍａｉｌｍａｉｌ    ：：：：morning@fmyamato.co.jpmorning@fmyamato.co.jpmorning@fmyamato.co.jpmorning@fmyamato.co.jp    

 

父が青春時代を過ごした湯沢に向

かう関越道で車の窓から見た谷川

岳の紅葉。今思えば親子４人の最

後の旅。人生の終末に向かう鮮や

かさ。（関根孝子） 
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10101010 月月月月 12121212 日日日日((((水水水水))))    晴晴晴晴れれれれ    

美術展や音楽会を主催している「ウィーンホー

ル」の運営会議に参加した。生涯学習センター

「親子で楽しむコンサート」のイベントの運営委員

の話になり、ボランティアとして関東学院学生を推

薦した。するとコンサートの運営全体を学生にお

願いということになった。早速、学生達から大和市

芸術文化振興会に演奏依頼書が発行された。活

動の輪がひろがっていくのを力強く感じた瞬間。 

テーマ：心に残る秋の風景 

神社の一斉落葉かきのお楽しみは、

最後に落葉の中で焼く焼き芋。ホイ

ルにくるんでも皮は真黒。割ると黄金

色。今はもうない、なつかしい秋の風

景。（村山真弓） 

 

第第第第 140140140140 回回回回 10/410/410/410/4((((火火火火) ) ) ) ～～～～食卓食卓食卓食卓をををを囲囲囲囲むつながりむつながりむつながりむつながり    ～～～～    

＜＜＜＜食食食食ののののアトリエアトリエアトリエアトリエ＞＞＞＞    

生活クラブ生協のメンバーが主体となり、平成 14 年

10 月に発足しました。平成18 年から「親子もぎ取り＆

クッキング」を実施し、平成 20 年には「大和りんごプロ

ジェクト」として「りんごと暮らす一年」を実施し。大和

市内のりんご農園でりんごの花を見て、袋かけをして

もぎ取りをしました。この様子を「りんごと暮らす一年」

という絵本にしました。その原画展を開催したりと、ど

んどん活動が広がっています。地産地消で安全な食

材を地域の人に知ってもら 

い、「食」と言う共通のもの 

で、楽しく食卓を囲むつな 

がりを作っていきたいと活 

動しています。 

 

第第第第 141141141141 回回回回 10/1810/1810/1810/18((((火火火火) ) ) ) ～～～～会員会員会員会員みんながみんながみんながみんなが、、、、理念理念理念理念をををを大切大切大切大切にににに活動活動活動活動    ～～～～    

<<<<ワーカーズワーカーズワーカーズワーカーズ・・・・コレクティブコレクティブコレクティブコレクティブ想想想想＞＞＞＞    

「どんな状態にあっても、ひとりの人間の尊厳が守ら

れ、また自分らしい生活が続けられるために、ごく自

然なこととして、助け合っていくことのできる豊かな地

域社会にしていきます。」との理念のもとに、訪問介

護事業・たすけあい事業・介護保険事業を行ってい

ます。「ワーカーズ・コレクティブ」とは、会員が平等の

立場で運営して働き、育てていくという働き方のことで

す。「想」は人を想う、自分を想う、地域を想うという意

味です。そんな思い、理念を共有している会員 200

名が日々活動しています。その他にも大和市内の福

祉関係の事務所が合同で行 

う「介護の仕事就職相談会」 

や、誰でも寄れるお茶飲み 

会『茶 OH！(ちゃお）』など 

の協働事業にも参加してい 

ます。 

 



大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する 

月刊広報紙「あの手 この手」。 

１１月号（第５２号）をお届けします。 

 

 「パ・イ・ナ・ツ・プ・ル」。 
家でぼんやりしていたら、子どもの大きな声が届いた。そして次に「グ・リ・コ」と違った声

がした。おや、これは懐かしい。今、仮住まいしている家の近くに大和市立緑野（みどりの）小

学校がある。ちょうど下校の時間だ。外を見たら、いたいた。狭い道に、4 年生くらいの男の子

ふたりがじゃんけんをして、思いきり勢いをつけ歩幅を稼いで、今度は「チ・ヨ・コ・レ・イ・

ト」と言って、飛び跳ねて行ってしまった。 
これ、確か「グリコ」というあそび。私も子どものころ、神社の階段などであそんだ。という

ことは 60 年以上も、ともかく生き延びているあそびだ。「グリコ」現役！ 今、目の前で子ども

が道路であそぶ「グリコ」シーンをつかの間見せてもらえた。 
 
こども環境学会前会長の仙田 満さんは「日本の子どもたちはこの 60 年間で自由で豊かなあそ

び環境を大幅に失ってきた。日本の子どもたちのあそび場は古くから道が中心だった。道によっ

て空き地も原っぱも森も神社の境内もつながっていた。」（朝日新聞 2009/12/03 付「子どもの劣

化」）と指摘している。 
学校帰りのわずかな「道の時間」、ここには決められた集団、空間、規則から「解放された時間」

があり、数ある「路地あそび」の中から子どもが自分たちで採用したあそびが今日は「グリコ」。 
でもなあ……。今のこの子たちは自宅に帰ったらランドセルを放り出して、道、空き地、原っ

ぱで夕飯までの時間、思う存分あそび、「カラスが鳴くからかーえろ」では、おそらくない。そそ

くさと親のクルマに乗せられるなどして、次の予定、塾やスポーツクラブに通うのだろうなあと

思った。だいたいほとんどの道はクルマが占拠し、今や「空き地も原っぱも森も神社」も生活の

周辺からは消え、あってもそこは、あそんではいけない「あぶない場所」になってしまっている。 
 
東日本大震災で私たちは多くのものを失った。今、震災から半年以上を経、地域復興の基礎と

なる土地利用の計画づくりが始まっているが、例えば「グリコ」ができるような、子どものあそ

べる「道」の復権、あそび場をつなぐ「路地」の回復という視点、子どもの今と未来を模索する

発想がほとんどないことに気づく。子どものそばに日常いる人たちが、土地利用の計画づくりに

参加し、子どもの「声」を生かした街づくりを提案し、そんなモデルが被災地に誕生したら……。

「グ・リ・コ」の声が、大人たちの深い喪失感に希望の光を点(とも)すことになるかもしれない。 

記・小杉皓男[拠点やまと]広報係 2011/10/27 

 
 
 


